
一般質問｜要点資料

エアコンの使用を主とした熱中症対策 令和8年9月定例会

エアコンを設置するだけでなく、必要なときに実際に使える家庭内冷房環境まで含めて、熱中症
対策を考える

状況を把握

86世帯が申請。対象外世帯から
増設相談もある

→
質問する

対象拡大と夏季の電気代支援を
確認

→
市の答え

補助要件は検討。電気代補助は
実施せず

→
次を確認

令和9年度の補助要件と使用控え
への対応

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

エアコンが1台あるため対象外でも、寝室
等に冷房がない世帯や、電気代を理由に
使用を控える高齢者がいます。

質問

設置支援の対象拡大、夏季の電気代支援、
熱中症を社会全体で減らす安全対策とし
ての考えを確認しました。

市の答え

設置支援は必要な取組とし補助要件を検
討。電気代補助は現時点で実施せず、社
会全体で取り組むことが重要と答えまし
た。

最重要の到達点 高齢者エアコン設置支援を必要な取組と位置づけ、申請実績や相談内容を踏まえて補助要件を今後検討する
考えを示したこと

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

申請実績 令和8年8月末で86世帯が申請。77件交付決定、8件不交付、1件審査中

設置支援 別室への増設相談等を踏まえ、来年度に向けて補助要件を検討

電気代 負担軽減にはつながるが、継続的事業は財源面で困難。現時点で新設せず

社会全体 家庭・学校・事業者等、社会全体で熱中症対策に取り組むことが重要と認識

次の確認 令和9年度の制度への反映、十分な冷房環境がない世帯と使用控えへの対応、必要に応じた国・県への働きかけを確認

出典：日田市議会 令和8年9月定例会
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